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主な内容
p.2～3 定住促進がつなげる地域活性化
p.4� 地域交通マスターを認定しました
p.5� 環境家計簿＆ポイ捨てちょっと待った！

おいしく 楽しく 学ぼう！
（３／15　海藻まつり）



２０１４年４月号

Contents・目次
定住促進がつなげる地域活性化…２〜３
地域交通マスターを認定しました……４
環境家計簿＆
　ポイ捨てちょっと待った！…………５
島のニュース………………………６〜７
ハイスクールリポート…………………８
きょういく大崎上島……………………９
ヘルシー愛ランド（健康） ………10〜11
人権の視点………………………………12
英語にチャレンジ………………………13
消費生活情報……………………………14
お知らせのページ…………………15〜18
行事カレンダー…………………………19
まちのわんぱくちゃん…………………20

■今月の表紙【自然の中で学ぶ食文化】

　３月15日、大串海水浴場で、海藻まつ
りが開催されました（大崎上島町食文化
海藻塾主催）。参加者は約190名。広島市
や三次市から来島したという方も。瀬戸
内海には約300種類の海藻が生育しており、
大崎上島周辺ではその半数以上の約170
種類が確認されています。気候や潮の流
れが海藻の生育に適しているそうです。
　家族連れが多く見られ、バケツを片手
に浜辺を散策。とれた海藻は天ぷらや酢
の物にしておいしくいただきました。大
崎上島シーカヤックの皆さんによるシー
カヤック体験も行われ、楽しく春の海を
満喫しました。

■まちの人口と世帯数
　（2014年２月末現在）
　人　口 8,137人
　　男　 3,866人
　　女　 4,271人
　世帯数 4,308世帯

『
定
住
促
進
』が
つ
な
げ
る
地
域
活
性
化　
問
企
画
振
興
課　

☎
65

－

３
１
１
２

「
田
舎
で
暮
ら
し
た
い
」。「
島
に
住
み
た
い
」。

近
年
、
大
崎
上
島
へ
の
移
住
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

自
然
に
囲
ま
れ
た
生
活
に
憧
れ
、
自
分
探
し
や
新
し
い
人
生
の
再
出
発
を
切
る

場
所
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
『
田
舎
』
と
呼
ば
れ
る
市
町
が
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
実
際
、
こ
の
町
に
も
移
り
住
ん
だ
人
た
ち
は
大
勢
い
ま
す
。

定
住
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
人
口
の
増
加
や
集
落
の
維
持
だ
け
が
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
た
ち
の
持
つ
価
値
観
や
言
動
が
、
地
域
の
新
し
い
活
気
へ

と
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

移
住
を
希
望
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
町
に
住
む
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
、
行

政
が
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

2月24日、庄原市の職員と自治振興区連合協議会の皆さん
32名が視察のため来町

視察団はトライアルハウス大串も見学
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当事者間または（社）広島県宅地建物取引業協会を通じて交渉・契約

所有者等の情報連絡

居住物件の問い合わせ

利用希望者情報の連絡

空き家等の情報提供
（空き家バンク登録）

借
り
た
い
人

買
い
た
い
人

希望登録者
空き家利用

空き家バンク
大崎上島

貸
し
た
い
人

売
り
た
い
人

空き家登録者

空き家バンクへの登録物件を
募集しています。
　空き家を売りたい・貸したい
方、空き家バンクに登録しませ
んか？登録は無料で、物件の情
報は、移住を希望する皆さんに
窓口やホームページを通して紹
介します。詳しくは、企画振興
課（☎65－3112）までお問い合
わせください。

！

交
流
・
定
住
推
進
委
員
会
立
ち
上
げ

　

大
崎
上
島
町
交

流
・
定
住
推
進
委

員
会
は
、
平
成
19

年
、
町
内
の
関
係

団
体
等
と
連
携
し

て
、
町
内
へ
の
交

流
・
定
住
人
口
の

拡
大
を
は
か
る
た

め
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
交
流
・
定
住
の
促
進
へ
の

広
報
や
啓
発
な
ど
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
や
分

譲
地
の
周
知
、
定
住
フ
ェ
ア
等
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
出
展
し
て
い
ま
す
。
25
年
度
は
、
空
き

家
バ
ン
ク
を
利
用
し
て
町
へ
の
移
住
が
決

ま
っ
た
個
人
・
家
族
が
10
件
、
分
譲
地
は
売

買
契
約
が
２
件
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

４
月
か
ら
、
定
住
・
移
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

３
名
に
委
託
し
、
定
住
希
望
者
に
対
し
て
生

活
に
関
す
る
情
報
や
相
談
、
地
域
の
紹
介
や

仲
立
ち
等
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度

　

空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
町
内
に
あ
る
空
き

家
を
活
用
し
、
大
崎
上
島
町
へ
の
移
住
を
希

望
す
る
方
々
に
紹
介
し
、
定
住
を
推
進
す
る

制
度
で
す
。

　

町
で
は
平
成
19
年
か
ら
『
大
崎
上
島
町
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
登
録
軒
数
は
17
軒
。
25
年
度
は
こ
の

制
度
を
利
用
し
て
10
世
帯
の
定
住
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

﹁
大
串
団
地
﹂
宅
地
分
譲

　

町
が
定
住
促
進
を
図
る
た
め
に
町
有
地
の

分
譲
地
を
格
安
で
販
売
し
て
い
ま
す
（
１
区

画
３
２
３
㎡
～
４
２
９
㎡
、
約
２
１
６
万
～

２
８
７
万
円
）。
現
在
、
６
区
画
が
分
譲
中

で
す
。

島
暮
ら
し
体
験
用
住
宅
を
建
設

　

定
住
希
望
者
が
中
・
長
期
間
町
で
生
活
が

で
き
る
よ
う
大
串
団
地
内
に
『
ト
ラ
イ
ア
ル

ハ
ウ
ス
大
串
』
を
建
設
し
ま
し
た
。
４
月
か

ら
運
営
が
開
始
さ
れ
、
受
け
入
れ
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

地
域
の
取
り
組
み

古
民
家
を
改
装
し
て
受
け
入
れ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
み
じ
ま
の
風
が
、
古
民
家

を
２
軒
借
り
上
げ
、
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
向

け
の
滞
在
型
体
験
交
流
施
設
と
し
て
改
修
し

ま
し
た
。
管
理
人
を
置
い
て
、
利
用
者
の
相

談
役
も
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
大
崎
上

島
定
住
促
進
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
。
改
修
し
た
古
民
家

の
ほ
か
、
定
住
し
て
き
た
町
民
の
方
の
紹
介

や
、
町
の
概
要
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
大
崎
上
島
定
住
促
進
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

��

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://sim
y.fem

.jp/o-sakikam
ijim

a/

定住・移住アドバイザー

サラリーマンから農業へ
　岩�太郎さんは３年前、京都府か
ら大崎上島へ移住されました。奥さ
んと子ども２人の４人暮らしです。
「両親が先に島へ移住していたのも
ありますが、やっぱり決め手は海と
温暖な気候です。農業をするにはい
い環境だと思いました」と、話す岩

�さんは、レモンとミカン、ブルーベリーを栽培して
います。収穫後は奥さんがジャムに加工。販売も自分
たちで手掛けています。
　「移住を考える人たちにとって、まずは住む家が見
つかるかどうか。その不安を減らすことができれば、
ここに住みたいと思う人はもっと増えると思います」。

移住者同士の交流会も
　町内に移住している方た
ちが中心となって立ち上げ
られた『かみじまＩ

あいえん

縁の集
つど

い』。あたたかく迎え入れ
てくれた地域の皆さんに恩返しができたら、とイベン
トを企画中。すみれ祭りでは出店に挑戦し、ぜんざい
と京都の漬物を販売しました。
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大
崎
上
島
町
は
、町
内
の
移
動
に
マ
イ
カ
ー

を
利
用
さ
れ
る
方
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

マ
イ
カ
ー
利
用
が
あ
た
り
前
の
生
活
に
慣
れ

る
と
、
自
身
で
の
運
転
が
難
し
く
な
っ
た
り
、

送
迎
し
て
く
れ
る
家
族
等
の
都
合
が
つ
か
な

い
と
き
な
ど
は
、
外
出
が
不
自
由
に
な
り
ま

す
。
出
か
け
た
い
け
ど
、
出
か
け
ら
れ
な
い
。

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
そ
の
よ
う
な
方

が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
と
き
に
役
立
つ
の
が
公
共
交
通
で

す
。町
内
に
は
、路
線
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
（
お
と
姫
バ
ス
）
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

ク
ル
マ
の
便
利
さ
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
時

間
に
余
裕
を
持
ち
さ
え
す
れ
ば
、
通
院
や
買

物
な
ど
に
便
利
な
便
も
あ
り
、
す
で
に
バ
ス

を
上
手
く
利
用
し
て
い
る
方
々
に
は
、
誰
か

に
送
迎
を
お
願
い
す
る
こ
と
な
く
気
軽
に
移

動
で
き
る
た
め
、
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
れ
か
ら
利
用
し
よ
う
と
し
て

も
、
利
用
方
法
や
コ
ー
ス
、
時
刻
表
な
ど
が

よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
、
身
近
に
相
談
で
き
る
人

が
い
た
ら
、
も
っ
と
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
大
崎
上
島
町
公
共

交
通
連
携
協
議
会
で
は
、
地
域
で
、
バ
ス
や

船
の
乗
り
方
な
ど
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で

き
る
人
材
を
「
地
域
交
通
マ
ス
タ
ー
」
と
し

て
認
定
す
る
制
度
を
創
設
し
、
マ
ス
タ
ー
を

認
定
し
ま
し
た
。

■「
地
域
交
通
マ
ス
タ
ー
」の
役
割

　

地
域
交
通
マ
ス
タ
ー
（
以
下
、マ
ス
タ
ー
）

の
主
な
役
割
は
左
記
の
３
つ
（
①
～
③
）
で

す
が
、
中
で
も
最
も
重
要
な
の
は
、
①
の
地

域
の
皆
さ
ん
の
公
共
交
通
に
関
す
る
相
談
者

と
な
る
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
バ
ス
等
に
関

す
る
詳
細
な
事
柄
に
至
る
ま
で
理
解
す
る
必

要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
さ
ん
の

日
常
生
活
を
親
身
に
な
っ
て
支
え
た
い
、
と

い
う
お
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も 

マ
ス
タ
ー
に
な
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
マ
ス

タ
ー
と
し
て
認
定

さ
れ
る
た
め
の
条

件
が
２
つ
あ
り

ま
す
。
１
つ
目

は
、
町
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。
２
つ
目

は
、
協
議
会
が
主
催
す
る
「
地
域
交
通
マ
ス

タ
ー
制
度
説
明
会
」
を
受
講
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
際
に
配
布
す
る
「
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
熟
読
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

当
協
議
会
で
は
、
こ
う
し
た
「
地
域
交
通
マ

ス
タ
ー
制
度
説
明
会
」
を
、
毎
年
、
数
回
程

度
実
施
し
て
、
制
度
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
マ
ス
タ
ー
認
定
者
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た

　

２
月
20
日
に
、
地
域
の
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
で
ご
活
躍
さ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
第
１
回
目
の
「
地

域
交
通
マ
ス
タ
ー
制
度
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
バ
ス
や
船
の
利
用
が
減
っ

て
い
る
現
状
、
制
度
創
設
の
背
景
や
マ
ス

タ
ー
の
役
割
な
ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

実
際
に
時
刻
表
を
用
い
て
、
時
刻
の
調
べ
方

の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
１
回
説
明
会
で
は
、
受
講
者
の
う
ち
、

申
請
し
た
29
人
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
交
通
マ

ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

こ
れ
か
ら
、地
域
の
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

な
ど
に
い
る
地
域
交
通
マ
ス
タ
ー
が
、
公
共

交
通
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
活
躍
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
も
、
バ
ス
等
の

乗
り
方
で
お
困
り
に
な
ら
れ
た
ら
、
お
気
軽

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。（
町
企
画
振
興
課
で

も
御
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

　

し
か
し
、
当
制
度
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
運
用
す
る
中
で
、
問
題

や
課
題
が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
っ
と
こ
う
す
れ
ば
良
い
、
こ
ん
な
こ
と
で

困
っ
て
い
る
な
ど
、
制
度
に
関
す
る
ご
要
望

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
地
域
交
通
マ
ス
タ
ー
に
な
り
た
い
方
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
企
画

振
興
課
ま
で
お
訊
ね
く
だ
さ
い
。

地域交通マスターの３つの役割
①�地域の皆さんからの公共交通に係
る相談に応じます。

②�地域の皆さんからの相談や要望の
内容を、協議会事務局へ情報提供
します。

③�日頃から公共交通の利用促進を図
ります。

コミュニティバス『おと姫バス』

説明会の様子

バ
ス
な
ど
の
使
い
方
を
教
え
て
く
れ
る

「
地
域
交
通
マ
ス
タ
ー
」を
認
定
し
ま
し
た

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
連
携
協
議
会
（
事
務
局:

企
画
振
興
課
）
☎
65-

３
１
１
２
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道路脇や林へのゴミのポイ捨てがあとを絶ちません。
　大崎上島町公衆衛生推進協議会は、定期的に各地域の不法投棄を防ぐた
めの見守り、啓発活動をしています。

不法投棄は犯罪です！
　不法投棄には、５年以下の懲役もしくは1,000万円以下（法人の場合は
３億円以下）の罰金など、厳しい罰則が設けられています。

　公衛協は、環境と健康を地域で守ろうと組織された任意団体で、県内の
市町で組織されています。主な活動として、環境問題やたばこによる健康
被害を講習する出前講座や清掃活動を実施しています。
　２月22日、町公衛協の会員26名で不法投棄の撤去活動を行いました。人
の目のつかないような場所へ、隠すように捨てられたゴミの山。回収作業
は重労働でした。
　ごみの不法投棄は、まちのイメージ
や景観を損ねるだけでなく、水質汚濁
や土壌汚染等による生態系への影響
を及ぼす可能性があります。ゴミ出し
のルールを守り、町民ひとりひとり
が、環境美化の意識を持ちましょう。

　

環
境
家
計
簿
と
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
を

目
的
に
、
家
庭
で
消
費
す
る
電
気
・
ガ
ス
・

灯
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
算
出
す
る
も
の
で
す
。
毎
月
、
家
庭

で
ど
の
く
ら
い
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て

い
る
の
か
記
録
し
て
お
く
こ
と
で
、
ム
ダ
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
や
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
使
用
量
だ
け

で
な
く
光
熱
費
も
集
計
で
き
る
の
で
、
地
球

に
も
家
計
に
も
や
さ
し
い
環
境
家
計
簿
で
す
。

　

大
崎
上
島
け
ん
こ
う
文
化
の
島
づ
く
り
協

議
会
で
は
、
こ
の
環
境
家
計
簿
へ
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
36
名

大崎上島町公衆衛生推進協議会　ポイ捨てちょっと待った！

の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
過
去
２
年
分

の
記
録
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

大
崎
上
島
け
ん
こ
う
文
化

の
島
づ
く
り
協
議
会
は
、
環

境
家
計
簿
の
周
知
・
啓
発
の

ほ
か
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
運
動
を
港
や
ス
ー
パ
ー
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼

稚
園
、
保
育
園
へ
環
境
に
関

す
る
紙
芝
居
の
読
み
語
り
や
、

イ
ベ
ン
ト
出
展
の
際
は
エ
コ

診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
の
２
協
議
会

の
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
保
健
衛
生
課
（
☎

62

－

０
３
０
３
）
ま
で
︒

みんなの省エネ活動
・オール電化にして電気のみで生活した。
・冷蔵庫を省エネタイプに買い替えた。
・グリーンカーテンやＬＥＤ電球にした
・家族で声を掛け合い省エネを徹底した。

記録を通して気づいたこと
・子どもたちが帰省した時は使用料が増えた。
・古いエアコンを使うと電気使用料が増えた。

※�グリーンカーテン（緑のカーテン）とは、植
物を建築物の外側に生育させることにより、
建築物の温度上昇抑制を図る省エネ活動。

撤去作業の様子。ゴミが散乱していました

回収したゴミはトラックいっぱいに 町公衛協のメンバー

大
崎
上
島
け
ん
こ
う
文
化
の
島
づ
く
り
協
議
会

  
環
境
家
計
簿
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

２年間でのCO2排出量の変化

36人中、27人が排出された二酸化
炭素の排出量が平成24年よりも平成
25年の方が減っていました。増え
たという人も、記録を付けたことで、
なぜ増えたのか気づくことができま
した。

増えた増えた増えた
999999人人人人人人

減った減った減った
272727272727人人人
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時
代
の
流
れ
を
ひ
な
人
形
で

　

２
月
25
日
か
ら
３
月
９
日
ま
で
、
海
と
島

の
歴
史
資
料
館
で
、
ひ
な
人
形
展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
作
ら
れ
た
時
代
に
よ
っ
て
、
人

形
の
表
情
や
衣
装
、
調
度
品
も
さ
ま
ざ
ま
。

ア
ル
コ
ー
ル
講
演
会

　

２
月
25
日
、
東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
ア
ル
コ
ー
ル
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
は
公
益
社
団
法
人
全
日
本
断
酒
連

盟
で
広
島
県
断
酒
会
連
合
会
中
田
克
宣
会
長
。

中
田
会
長
ご
自
身
も
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
、

酒
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
体
験
談
か
ら
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
恐
ろ
し
さ
や
、
断
酒
会

の
活
動
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
「『
ア
ル
中
な
ん
て
恥
ず
か
し
い
』
と
い
う

偏
見
は
命
取
り
に
な
り
ま
す
。
少
し
で
も
様

子
が
お
か
し
け
れ
ば
診
察
を
す
す
め
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
心

の
病
気
で
も
あ
り
ま
す
。
家
族
や
仲
間
か
ら

の
気
づ
き
や
声
か
け
で
、
心
が
明
る
く
な
る

の
で
す
。
地
域
に
は
断
酒
会
員
も
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
中
田

会
長
は
話
し
て
い
ま
す
。

問
広
島
県
断
酒
会
連
合
会
（
中
田
会
長
）

　

☎
０
９
０

−

４
８
０
２

−

１
８
６
５

明
治
39
年
に
作
ら
れ
た
御
殿
付
き
の
京
ひ
な

人
形
を
メ
イ
ン
に
、
多
数
の
ひ
な
人
形
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
と
２
日
に
は
呈
茶
も
行
わ
れ
、

１
日
は
茶
友
会
の
皆
さ
ん
、
２
日
は
茶
道
教

室
に
通
う
子
ど
も
た
ち
が
お
抹
茶
や
お
菓
子

を
ふ
る
ま
い
、
来
場
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

海
と
島
の
歴
史
資
料
館
で

さ
く
ら
祭
り
開
催
　

日
時　

４
月
６
日
㈰

　
　
　

10
時
～
14
時
30
分

　

当
日
は
物
産
展
や
琴
・
篠
笛
の
演
奏
、

俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４

Ｃ
Ｍ
撮
影

　

３
月
４
日
、『
瀬
戸
内
し
ま
の
わ

２
０
１
４
』
の
Ｃ
Ｍ
撮
影
が
、
大
崎
上
島
町

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
撮
影
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
か
ら
、
大
崎
上
島
町
の
特
産
品
で
あ
る
レ

モ
ン
を
映
し
た
い
！
と
の
強
い
要
望
が
あ
り
、

レ
モ
ン
畑
を
所
有
し
て
い
る
松
岡
清
士
さ
ん

（
原
田
在
住
）
が
協
力
し
ま
し
た
。
撮
影
日

は
天
気
も
良
く
、
た
く
さ
ん
実
っ
た
レ
モ
ン

を
バ
ッ
ク
に
、
松
岡
さ
ん
兄
弟
ご
夫
婦
、
娘

さ
ん
、
お
孫
さ
ん
が
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
く
れ

ま
し
た
。
Ｃ
Ｍ
は
、
３
月
20
日
か
ら
全
国
で

放
映
中
で
す
。
ぜ
ひ
Ｃ
Ｍ
に
も
ご
注
目
く
だ

さ
い
。

︻
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
︼

　

３
月
21
日
㈮
か
ら
10
月
26
日
㈰
ま
で
、広

島
県
と
愛
媛
県
の
島
し
ょ
部
及
び
臨
海
部

で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。ぜ
ひ
地

域
の
魅
力
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。本
町
で
も
５
月
に
は
神
峰
山

ウ
ォ
ー
ク
が
し
ま
の
わ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

一日農政局 in 大崎上島 農業を核とした町おこし
　３月４日、東野保健福祉センターで、一日農政局が開催さ
れました。町内の農業関係者６名と、役場や農業技術指導所、
中国四国農政局の職員８名が、離島での農業の現状や課題に
ついて意見交換をしました。テーマは『島を元気にするため
の農業を核とした町おこし』。農業関係者６名がそれぞれの
現状と取り組みや展望を話しました。
　優良園地の集積や新規就農者への支援制度に対する気づき
や、農業のブランド化や消費者への直接販売などの６次産業
化の取り組み、農を観光や交流事業に活用する試みなど、こ
れからの農業について活発な議論が行われました。
　「島内での意識統一を深め、島の強みを生かしていってほ
しいと思います」と、中国四国農政局の田野井雅彦局長は話
しています。

お酒でお悩みの方、その周囲の方は１人で抱え
込まずに相談を

しまのわの『わ』を身振り手振り
で表現する松岡さんご一家

明治時代の京ひな人形

島の農業の強みを共有し、農政局と意見交換
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東
野
、
木
江
、
大
崎
各
地
区
で
、
町
体
育

協
会
主
催
の
駅
伝
大
会
と
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
沿
道
か

ら
の
応
援
を
受
け
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
力
強

く
走
り
抜
け
ま
し
た
。

木
江
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
：
２
月
23
日

　

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
18
部
門
と

一
般
の
部
か
ら
１
１
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
野
健
康
駅
伝
大
会
：
３
月
９
日

　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
と
駅
伝
が
行
わ
れ
、
総
勢

１
１
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
崎
駅
伝
大
会
：
３
月
16
日

　

51
チ
ー
ム
３
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

リ
ニュ
ー
ア
ル

　

役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、
よ
り
使
い
や

す
く
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
な
る
よ
う
、
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
行

政
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
発
信
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ 

新
体
制

　

大
崎
上
島
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
『
ａ
ｎ

ｔ
ｅ
ｎ
ｎ
ａ
（
ア
ン
テ
ナ
）』
は
４
月
で
３

周
年
を
迎
え
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
加
え
た

新
体
制
に
な
り
ま
す
。
村
上
さ
ん
は
店
長
を

務
め
る
た
め
に
愛
媛
県
の
伯
方
島
か
ら
大
崎

上
島
に
移
住
し
ま
し
た
。

　
「
大
崎
上
島
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
地

元
情
報
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」
と
、
話
し

て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
桝
本
さ
ん
は　

Ｕ

タ
ー
ン
で
大
崎
上
島
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
ア
ン
テ
ナ
に
は
島
内
外
か
ら
色
ん
な
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
皆
さ
ん
と
お
話
し

で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
、

話
し
て
い
ま
す
。

▼
営
業
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　

営
業
日　

木
、
金
、
土
、
日
、
月
曜
日

　

営
業
時
間　

11
時
〜
19
時

問
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ antenna

　

antenna414@
gm

ail.com

　

役
場
産
業
観
光
課　

☎
65

−

３
１
２
３

ひろしま給食メニューで
お弁当の『おいしそう』に挑戦

　広島ならではの魅力ある給食メ
ニュー『ひろしま給食』をおいしく、
楽しく、みんなで食べることを目的と
した『ひろしま給食100万食プロジェ
クト』が県内で実施されました。

　大崎上島中学校では、栄養教諭・栄養士の先生指導の
もと、栄養バランスや味つけ・盛り付けなどを考えなが
ら、ひろしま給食メニューを作りました。
　１年生は、「ひろしまチキチキレモン」「青菜のごまあ
え」「豚汁」、２・３年生は、ひろしま給食メニューを１
品とり入れたオリジナル弁当を作りました。特に、２年
生は、「チキチキレモン」のレシピで、鶏肉の代わりに
豚肉を使った「トントンもみじ」を制作。その後、先生
たちから自分たちで考えたメニューの栄養バランスにつ
いて教えていただき、改善ポイントについて振り返りま
した。
お弁当のおいしそうポイント
　お「大きさピッタリ」
　い「彩りきれい」
　し「主食・主菜・
　　　副菜をそろえる」
　そ「それぞれ違った
　　　調理法と味で」
　う「動かないつめ方」

元気いっぱいにスタート

栄養教諭さんと栄養士さん、そしておいしい食材に感謝を
こめて作りました

URL
http://www.town.
osakikamijima.hiroshima.jp
※ URL は以前のままです

写真左から：スタッフの桝本佳子さん、
森ルイオーナー、村上和美店長

各
地
域
で
ラ
ン
ナ
ー
が
快
走
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http://www.hiroshima-cmt.ac.jp/ http://www.osakikamisei-h.irohsima-c.ed.jp/

　３月１日、卒業式・修了式が行われ、電子制御工学科
36名、流通情報工学科31名、専攻科産業システム工学専
攻7名の学生が本校を巣立って行きました。
　卒業式終了後は、クラブの後輩たちから卒業生へ花束
贈呈も行われ、会場から感謝と新たな旅立ちへの激励の
気持ちを込め、惜しみない拍手が送られました。

　 ３ 月 ６ 日、 第10回 キ ャ ン
パ ス ベ ン チ ャ ー グ ラ ン プ リ

（CVG） 全 国 大 会 で、 本 校 の
「USAKAME ―次世代娯楽型
リハビリテーション支援システ
ム―」がテクノロジー部門で審
査委員特別賞を受賞しました。
受賞者（４名）
流通情報工学科
　山根 奈々（３年）、Ignatius Steven Hadinata（５年）
専攻科産業システム工学専攻
　大野 信康（２年）、倉田 茉季（２年）

　２月28日、本庁会議室で、地域の課
題を研究テーマに取り組んだ学生が、
町職員に研究成果を発表しました。
研究テーマ・発表者（発表順）
①「発電所３D 案内システムの開発」
　流通情報工学科５年　Ignatius Steven Hadinata
②「大崎上島の高速船の貢献度と経済的評価に関する基礎的分析」
　専攻科産業システム工学専攻２年　桧山 未来
③「表層流観測システムにおける GPS フロートの改善」
　電子制御工学科５年　岡田 信吾

　２月18日から21日の４日間にわたって、本校２学年生
徒25名が北海道へ修学旅行に行きました。普段は元気な
生徒も、初日はさすがに長距離移動の疲れが見えていま
したが、翌日には全力でスキー実習を楽しんでいました。
休憩時間にも雪遊びをするなど、生徒は北海道の自然を
存分に満喫できたようです。また、自由時間にも高校生
としての自覚を忘れず、規律ある集団行動を心がけまし
た。その結果、事故に遭う
こともなく、25名全員が
無事に帰ってきました。こ
の４日間の修学旅行を経
て、生徒はひとまわり大き
く成長したようです。

　３月１日、第16回卒業
証書授与式を挙行しまし
た。今年度は、24名の生徒
が３年間の高校生活を終え、
本校を巣立っていきました。
式の中では、卒業生を代表
し、元生徒会長の福本七海さんが、３年間の高校生活に
対する思いと、お世話になった方々への感謝の言葉を述
べました。卒業生24名の顔は、この学び舎を巣立ってい
く寂しさとともに、新生活に対する希望と自信に満ち溢
れていました。
　式に御来場くださった来賓の方々、保護者・地域の皆
様、また今日まで卒業生を支えてくださったすべての関
係者の皆様に、心からお礼を申し上げます。

卒業式・修了式

CVG 全国大会で審査委員特別賞

地域課題の研究成果を発表

修学旅行

卒業証書授与式

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ル

☆こんなわたしで、ごめんなさい� 平　安寿子
☆お父さんと伊藤さん� 中澤日菜子
☆ぼくは戦争は大きらい� やなせたかし
☆雪月花黙示録� 恩田　　陸
☆面倒だから、しよう� 渡辺　和子
☆月日の残像� 山田　太一
☆爛� 瀬戸内寂聴
☆幻霙� 斉木　香津

ひまわり会
絵本のよみかたり
4／20㈰　10：30〜
絵本
「わたしのおべんとう」
「ぼくのおべんとう」
紙芝居
「ひよこのろくちゃん」

日 月 火 水 木 金 土
3/30 31 4/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 5/1 2 3

開館時間 10：00 〜 18：00

休

←
ス
キ
ー
実
習
の
様
子

　

↓
旧
道
庁
前
で
の
集
合
写
真
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大崎上島の将来を担う たくましく生き抜く子どもの育成
～ふるさと大崎上島を愛する子どもの育成～

1 目標とする子ども像

2 目標達成に向けた教育ビジョン
　大崎上島町の将来を担う子どもたちの人間力を育成す
るために、大崎上島町の自然・歴史・文化を探究する「大
崎上島学」を基盤に、中・長期的な視点をもって、特色
ある教育を推進します。

3 大崎上島町教育の充実に向けて
１）「大崎上島学」の推進
　「大崎上島学」とは、大崎上島の自然、伝統・文化、
産業や暮らしの学習をとおして、ふるさとの素晴らしさ
を学び、地域を誇りに思う心を育てることをねらいとし
ています。幼稚園から中学校まで発達段階に応じて効果
的に取り組みます。

２）幼小中連携プロジェクトの推進
　幼稚園・小学校・中学校が縦横に連携することで、各
校種の教育活動や発達段階の特徴を互いに理解し、系統
的な取組を推進します。

３）信頼される学校
　　保護者・地域と連携した学校づくりの推進
・ 校長を中心とした学校経営体制により、組織的で機能

的な学校運営を推進します。
・研修等の充実により、教職員の資質を向上します。
・地域と協働した学校づくりを推進します。
・安心・安全な学校づくりを推進します。

平成26年度大崎上島町教育推進プラン

教
育
委
員
の
活
動
報
告

【
第
２
回
定
例
会
議
】

平
成
26
年
２
月
28
日
㈮

議
事

●
日
程
第
１　

報
告
第
２
号

　

 　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

 　

２
月
21
日
㈮
の
臨
時
議
会
に

お
い
て
決
定
し
た
の
で
報
告
し

ま
し
た
。

●
日
程
第
２　

議
案
第
２
号

　

 　

町
議
会
３
月
定
例
会
に
提
案

す
る
補
正
予
算
案
等
に
つ
い
て

　
　

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

●
日
程
第
３　

議
案
第
３
号

　

 　

平
成
26
年
度
大
崎
上
島
町
教

育
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
　

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

●
日
程
第
４　

議
案
第
４
号

　

 　

大
崎
上
島
町
社
会
教
育
委
員

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
　

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

ふるさとに誇り持ち
大崎上島を担う子ども

○何事にも積極的に挑戦する子ども
○相手を思いやり友だちを大切にする子ども
○ルールやマナーを守り誠実に行動する子ども
○最後まであきらめず、やりとげる子ども
○自分の考えを持ち、表現する子ども
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　日本人女性の半数以上に便秘の症状がみられるといわ
れます。男性に比べ、女性が便秘になりやすい理由は、
いくつかあります。
１．男性に比べると、女性は腹筋が弱いため、大腸が便
を送り出す力が弱いことが挙げられます。

２．女性ホルモンのひとつ「黄体ホルモン」が、からだ
に水分や塩分をためこむように指示を出し、大腸の
腸壁から便の水分が吸収されて便が硬くなります。
さらに、妊娠した時には、「黄体ホルモン」は流産
しないように子宮筋の収縮を抑制するはたらきもあ
り、それが腸にも影響してぜん動運動を低下させる
ことになるのです。特に「黄体ホルモン」が多く分
泌される月経の前や妊娠初期には便秘になりやすい
と言われています。

３．無理なダイエットをして食事量を減らすことは、食
物繊維や水分、脂肪分を減らすことになるので、ぜ
ん動運動などにも影響が及び、便が硬く、排出され
にくくなります。

４．精神的な理由としては、女性は忙しさや人前での恥
ずかしさのためにトイレを我慢することも多く、旅
行など環境の変化によるストレスの影響も受けやす
いからです。

　薬剤の影響により腸のぜん動運動などが抑制されて便
秘になることがあります。便秘の予防は、食物繊維や水
分を十分にとるなど、食生活の改善が基本になります。
加えて、適度な運動や排便の習慣づけ、ストレスの発散
も心がけるとよいでしょう。

　お通じが１週間に１〜２回程度ある場合には、食生活、
排便習慣の改善、運動などを行った上で、緩下剤や整腸
剤などを上手に活用して様子をみましょう。
　ただし、次のような症状がみられたら、医師の診断を
受けましょう。
・突然便秘をするようになった。
・便に血や粘液が混ざっている。
・便が細くなった。
・激しい腹痛や嘔吐、発熱を伴う。
・おなかにしこりがある。
・重度な便秘で、何をやっても改善しない　など

便秘について（その２）
県立安芸津病院　外科部長　澤村 明廣

　平成26年度のスタートです。４月になり、山の木々
には青葉が茂っています。希望に胸膨らませている方々
も多いかと思います。今年度も、よろしくお願いいたし
ます。
　 I らんどは、大崎上島町の委託障がい者相談支援事
業所です。障がいのある方、障がいのために生活のしづ
らさを抱えている方、又はそのご家族や地域の方からの
相談に応じています。この島で自分らしく、自立した生
活を送るためのお手伝いをしています。

相談時間　月〜金曜日　8：30〜17：00
　　　　　※相談は無料で、秘密は固く守られます。

４月２日は世界自閉症啓発デー
　「自閉症」を発症した人は、脳の発達の違いから「他
人の気持ちや感情を理解すること」「言葉を適切に使う
事」等が、苦手です。一般的な、「常識」と思われるこ
とを身に付けることも苦手です。しかし、とても「純粋」
で、自分の感じたままを話したり、行動したりすること
があります。この障害は、愛情と支援によって大きく育
ちます。皆様のご理解を、よろしくお願いします。

島内施設紹介：グループホーム「ひまわり」

　平成25年４月、障害者を対象としたグループホーム
「ひまわり」が、開所しました。障害のある人が、支援
を受けながら共同生活を送る場です。住み慣れた町で暮
らしながら、その個性に応じて自立・自己実現を支援す
る役割を持っています。

連絡先
　大崎上島町生活サポートセンター
　 I らんど（底押・土本）
　☎64−4416
　（転送することもありますがそのままお待ちください）
　Fax 67−5667
　E-mail　hureai-iland@osakifukushikai.jp
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　心地よい春風がふき、やわらかな日ざしを感じる4月、
多くの人にとって新しい始まりの時期です。新しいス
タートでがんばる毎日に疲れがたまりがちになる時期で
もあります。まずはゆっくり休みましょう。
　今回は、たん白質はもちろんのこと、ビタミンB1が
豊富な豚肉、中でも脂肪分の少ない豚ヒレ肉を使いまし
た。ビタミンB1は糖質の代謝や神経の働きに関係して
いるため、イライラを防ぎ、疲労回復に効果があります。
その豚ヒレ肉に抗酸化ビタミンたっぷりの野菜を組み合
わせ、あっさりとした仕上りです。主菜にしては低カロ
リーでしかも調理時間が短かいのも魅力です。

　  豚ヒレ肉200g
 Ａ 塩小さじ1/4、酒小さじ2、こしょう少々
　  玉ねぎ中1/2個、キャベツ1葉
　  エリンギ1パック、アスパラガス2本
 Ｂ トマト水煮缶400g、スープの素小さじ2/3
　  白ワイン（酒）大さじ3、塩小さじ1／3
　  こしょう少々
　  粉チーズ小さじ2、パセリ少々

◎材　料（４人分の目安）

◎作り方
①�玉ねぎは薄切り、キャベツは短冊切り、エリンギは長
さを半分にし、５㎜幅に切る。アスパラガスは斜め切
りにする。
②�豚肉はひと口大に切ってＡをふる。Ｂは合わせておく。
③�耐熱器に豚肉を入れ、玉ねぎを散らし、キャベツ、エ
リンギ、アスパラガスをのせ、Ｂをかける。
④�ラップして、電子レンジで８分（500W）ほど加熱
する。（途中で一度、肉を裏返す）ラップをしたまま、
１分ほどむらす。（機種により、加熱時間は多少異なる）
⑤器に盛り、粉チーズ、みじん切りしたパセリを散らす。

～短時間クッキングでおいしく～

エネルギー��118kcal
たん白質����14.7g
塩分�������１g

豚ヒレ肉のトマト煮

自律神経失調症をご存知ですか？

　春は入学や就職などの人生の節目も多く希望に満ちた
時期ですね。しかし、その一方、「体がだるい」「疲れや
すい」などの原因のはっきりしない体調不良を感じやす
い季節でもあります。多くの場合、自律神経のバランス
が乱れて起こる「自律神経失調症」と考えられています。

自律神経の働きってなんでしょう？

　自律神経は、気温の変化やストレスに対して起こる体
の中の変化を敏感に察知し、いつも体の中の状態を一定
に保とうとする働きをします。
　自律神経には「交感神経」と「副交感神経」とがあり、
それぞれ相反する働きをします。「交感神経」は日中に
優位に働きます。心臓の働きを活発にし、血圧をあげ、
胃腸の働きを抑えて、活動をするのに良い緊張した状態
にします。一方「副交感神経」は夜間に優位に働きます。
血管を広げ、血流を良くしリラックスさせ休養するのに
適した状態にします。
　春は昼と夜の気温の変動が大きく、環境の変化に伴う
ストレスなどで「自律神経」のバランスが悪くなってし
まいやすいのです。

自律神経失調症の症状は
　　  どんなものがあるのでしょう？

　慢性的な疲労、だるさ、めまい、偏頭痛、動悸、ほて
り、不眠、便秘、下痢、微熱、耳鳴り、手足のしびれ、
口やのどの不快感、頻尿、残尿感、精神的な症状として
はイライラ、不安感、疎外感、落ち込み、やる気が出な
い、ゆううつになる、感情の起伏が激しい、あせりを感
じるなど症状はいろいろあります。

　自律神経は全身の器官をコントロールするため、バラ
ンスが崩れると全身の機能に支障をきたして、さまざま
な症状が出ます。内科や整形外科などで検査をしても悪
いところが発見されず、放置してしまうケースもあるよ
うですが、うつ病やパニック障害など精神科の病気の可
能性もありますので、長く続く不調の際は精神科や心療
内科の受診も検討してください。

　お気軽に、早めに相談してください。

問保健衛生課　保健師　☎62－0330
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夏
休
み
の
あ
る
日
、
僕
は
、
家
族
と
い
っ

し
ょ
に
旅
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
路
、
新

潟
を
目
ざ
し
て
車
に
乗
っ
て
い
た
。

　

朝
早
く
家
を
出
発
し
、
東
北
自
動
車
道
か

ら
磐
越
自
動
車
道
に
入
り
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
で
休
憩
を
と
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の

売
店
に
は
た
く
さ
ん
の
お
土
産
が
売
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
中
に
、
福
島
県
特
産
の
桃
が
並

ん
で
い
た
。
そ
の
桃
を
見
て
、
無
邪
気
な
子

ど
も
が
母
親
に
「
桃
食
べ
た
い
。」
と
せ
が

ん
で
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
子
ど
も
の
母
親

は
「
だ
め
。」
と
子
ど
も
に
言
い
聞
か
せ
よ

う
と
す
る
。
子
ど
も
も
引
か
ず
「
な
ん
で
。」

と
反
論
す
る
。
す
る
と
、
母
親
は
「
だ
っ
て
、

こ
の
桃
、
福
島
産
だ
よ
。
放
射
性
物
質
っ
て

い
う
良
く
な
い
物
が
つ
い
て
る
か
も
し
れ
な

い
か
ら
ね
。」
と
説
き
ふ
せ
た
の
だ
。
し
ぶ

し
ぶ
諦
め
た
子
ど
も
の
姿
を
見
な
が
ら
、
僕

は
、
心
の
中
に
何
か
ひ
っ
か
か
り
を
感
じ
て

い
た
。
車
に
戻
り
、
走
り
始
め
た
車
の
中

で
、
僕
は
両
親
に
さ
っ
き
の
出
来
事
を
話
し

た
。
父
は
「
や
っ
ぱ
り
放
射
性
物
質
が
つ
い

て
い
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
か
ら
な
。」

と
言
い
、母
も「
確
か
に
心
配
で
は
あ
る
ね
。」

と
言
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
僕
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
僕
の
住
ん
で
い

る
地
域
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
、「
福

島
産
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
と
、
ど
う
し
て

も
避
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
っ
か

り
検
査
を
受
け
て
市
場
に
で
て
い
る
と
分

か
っ
て
い
て
も
、
な
ん
と
な
く
不
安
だ
っ
た

か
ら
だ
。
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
出
来
事
に

ひ
っ
か
か
り
を
感
じ
て
は
い
た
が
、
僕
は
そ

の
こ
と
を
忘
れ
よ
う
と
思
っ
た
。

　

し
か
し
、
僕
の
頭
か
ら
、「
だ
っ
て
福
島

産
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
が
離
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
な
ぜ
、
そ
ん
な
に
も
、
そ
の
言
葉

が
気
に
な
る
の
か
、
僕
は
、
旅
行
中
、
ず
っ

と
考
え
続
け
て
い
た
。そ
し
て
、思
い
当
た
っ

た
。
僕
が
小
学
五
年
生
の
時
に
友
達
か
ら
言

わ
れ
た
、
あ
の
言
葉
と
同
じ
、
嫌
な
響
き
を

感
じ
た
か
ら
だ
。

　

小
学
五
年
生
の
時
、
僕
は
仲
の
よ
か
っ
た

友
達
と
大
げ
ん
か
し
た
。
理
由
は
さ
さ
い
な

こ
と
だ
っ
た
が
、
言
い
合
い
は
と
ま
ら
な
く

な
り
、
と
う
と
う
互
い
に
相
手
を
罵
倒
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
最
後
に
友
達
が

僕
に
こ
う
言
っ
た
の
だ
。

　
「
黙
れ
。
中
国
人
。」

　

僕
は
中
国
生
ま
れ
の
日
本
育
ち
だ
。
日
本

に
来
て
か
ら
ず
っ
と
自
分
が
中
国
国
籍
で
あ

る
こ
と
を
表
に
出
し
て
生
活
し
て
き
た
。
そ

の
こ
と
に
対
し
て
、
友
達
の
誰
も
触
れ
る
こ

と
は
な
く
、
僕
も
中
国
国
籍
で
あ
る
こ
と
を

気
に
留
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
あ
の
時
、
そ
の
友
達
の
言
葉
は
、

鋭
利
な
刃
物
と
な
っ
て
僕
の
心
に
突
き
刺

さ
っ
た
。
そ
し
て
、
自
分
は
他
の
み
ん
な
と

違
う
ん
だ
と
切
な
く
な
っ
た
。
仲
の
良
か
っ

た
友
達
が
、
心
の
中
で
は
僕
を
差
別
し
て
い

た
ん
だ
と
感
じ
、
悔
し
く
て
し
か
た
が
な

か
っ
た
の
だ
。
幸
い
、
友
達
と
は
仲
直
り
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
し
ば
ら
く
、
あ
の
友

達
の
放
っ
た
言
葉
は
、
僕
の
胸
を
ひ
っ
か
き

続
け
、
嫌
な
響
き
と
な
っ
て
耳
の
奥
に
残
っ

て
い
た
。

　

そ
の
嫌
な
響
き
と
同
じ
も
の
を
、「
だ
っ

て
福
島
産
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
に
僕
は
感
じ

た
の
だ
。
僕
の
場
合
は
、
中
国
と
い
う
国

の
こ
と
を
知
り
も
し
な
い
の
に
ば
か
に
さ

れ
、
福
島
の
桃
は
、
放
射
性
物
質
の
こ
と
を

あ
ま
り
知
ら
な
い
の
に
、
危
な
い
と
決
め
つ

け
ら
れ
、
自
分
と
桃
が
重
な
っ
て
見
え
た
の

だ
。
風
評
被
害
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
た

が
、
こ
の
時
、
僕
は
、
福
島
の
桃
は
、
被
害

で
は
な
く
、「
差
別
さ
れ
て
い
る
の
だ
」
と

は
っ
き
り
と
感
じ
た
。

　

だ
か
ら
、
僕
は
、
桃
を
買
う
こ
と
に
し
た
。

僕
は
差
別
さ
れ
る
側
の
気
持
ち
を
知
っ
て
い

る
。
そ
れ
な
の
に
、
そ
の
僕
が
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
、
他
の
人
と
同
じ
よ
う
に
福

島
県
産
の
桃
に
偏
見
を
も
ち
、
差
別
し
て
い

た
。
そ
れ
は
、
桃
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
福

島
の
人
々
を
差
別
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
る

の
だ
と
気
づ
き
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と

思
っ
た
か
ら
だ
。
新
潟
か
ら
の
帰
り
道
、
僕

は
、
磐
越
自
動
車
道
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
、

桃
を
買
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
も
う
偏
見
を
も
た
な
い
、
差
別

な
ど
し
な
い
と
い
う
、
小
さ
い
け
れ
ど
大
き

な
僕
の
決
意
で
も
あ
っ
た
。

　

二
十
一
世
紀
の
今
、
日
本
そ
し
て
世
界
中

の
あ
ち
こ
ち
で
、
い
ま
だ
に
多
く
の
偏
見
や

差
別
が
残
っ
て
い
る
。
生
ま
れ
た
地
域
や
肌

の
色
、
病
気
、
そ
し
て
、
福
島
原
子
力
発
電

所
の
よ
う
に
事
故
に
関
係
す
る
も
の
な
ど

様
々
だ
。
そ
れ
ら
の
偏
見
や
差
別
の
根
本
に

あ
る
の
は
、
何
な
の
だ
ろ
う
。
僕
は
、
警
戒

心
で
は
な
い
か
と
思
う
。
よ
く
分
か
ら
な
い

か
ら
、
見
え
な
い
か
ら
怖
く
疎
ま
し
く
、
自

分
か
ら
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
。
そ
の
気
持
ち

が
、
偏
見
や
差
別
を
生
む
の
だ
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
私
達
は
警
戒
心
を

も
た
ず
、
こ
の
世
界
か
ら
、
偏
見
や
差
別
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

鍵
は
、
二
つ
あ
る
と
僕
は
考
え
る
。
一
つ
は
、

他
の
人
の
こ
と
を
よ
く
知
ろ
う
と
す
る
姿
勢
。

も
う
一
つ
は
、
他
の
人
の
気
持
ち
を
思
い
や

る
想
像
力
。
こ
の
二
つ
が
、
未
知
の
も
の
へ

の
警
戒
心
を
取
り
去
っ
て
く
れ
る
。

　

偏
見
や
差
別
を
、
こ
の
世
界
か
ら
な
く
す

こ
と
は
本
当
に
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
け

れ
ど
も
、
二
つ
の
国
の
良
さ
を
知
っ
て
い
る

僕
は
、
相
手
を
知
ろ
う
と
す
る
姿
勢
と
思
い

や
る
想
像
力
を
も
ち
、
周
囲
の
人
に
接
し
て

い
こ
う
と
思
う
。
い
つ
か
き
っ
と
、
お
互
い

を
慈
し
み
合
う
世
界
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
主
催　

第
33
回
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
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「
そ
れ
で
も
僕
は
桃
を
買
う
」

宮
城
県
古
川
黎
明
中
学
校

　
三
年　
大お
お
ぬ
ま沼　

逸い
い
み美
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In the middle of February I went on a business trip 
to Yokohama, and before returning to Hiroshima I 
decided to travel with a friend to Tokyo. At fi rst we 
planned on making a day － trip by bus to Mt. Fuji, 
but due to the recent heavy snow the roads were very 
crowded so we decided to spend some time in Tokyo 
instead. I hadn't been to Tokyo in a while, so this was 
my first time being able to go and see Tokyo Sky 
Tree. We didn't have time to climb up to the top, but 
seeing it from the outside was more than satisfying. 
We also went to Akihabara where we went shopping, 
and after getting a Starbucks coff ee we enjoyed people
－ watching in front of the station. There was one guy 
wearing a skirt, dancing and singing to AKB48 songs, 
and another guy was walking a duck tied to a string. I 
thought to myself, "Yep, I'm in Tokyo." While shopping 
I bought myself a present. It's a plush Yoshi doll （from 
Super Mario）, and after returning to Osakikamijima 
I hung it along with a little Gohan figure to my rear
－ view mirror. By the way, in early March I fi nished 
reading Atsuko Asano's Battery, and I am now 
enjoying Battery II which I checked out from the 
library.

　２月に私は横浜へ行っ
てきて、広島へ帰る前に
友達と東京観光に行くこ
とにしました。最初はバ
スで富士山へ日帰り旅行
をしようと思っていたの
ですが、大雪のせいで道
が込んでいたので、代わ
りに東京都内で楽しく過ごしました。今回の東京旅行は
久しぶりだったので初めて東京スカイツリーを見に行け
ました。上る時間がなかったのですが、外から見るので
十分だったなと思います。また、秋葉原にも行って買い
物をしたり、駅前でスターバックスコーヒーを飲みな
がら人間観察をしました。スカートをはいた男の子が
AKB48の歌を歌い、踊るところも見たし、紐をつけた
アヒルの散歩をしている男の人も見ました。さすが東京
だなと思いました。買い物をしたとき、スーパーマリオ
のヨッシーというキャラクターのぬいぐるみも自分用の
お土産として買って、大崎上島へ戻ってきたら孫悟飯と
一緒に車のバックミラーにつけました。ところで、3月
の初めに「バッテリー」というあさのあつこさんによる
児童文学作品を読み終わって、二冊目（バッテリーⅡ）
を図書館から借りて、今楽しく読んでいます。

さすが東京
文・訳：パトリック・マーフィー

■学生納付特例制度とは？
　所得の少ない学生が申請し、承認されることで、国民
年金保険料の納付が猶予（先送り）される制度です。保
険料の納付が猶予されている期間は、①病気やけがで障
害が残ったときも年金を受け取ることができます。②年
金を受け取るために必要な「期間」に算入されます。

申請の流れ
①�申請書は、この手続きガイドと一緒に学生課へも設置（注）していますが、役場や年金事務所、日本年
金機構のホームページでも入手できます。また、申請には学生証または在学証明書が必要です（学生証
はコピーでも可能ですが、在学証明書は原本を提出してください）。

※申請書の設置がない場合は、役場や年金事務所、日本年金機構のホームページから入手してください。
②提出先は、住民票を登録している役場になります。
③�申請後、日本年金機構から承認または却下通知書をお送りします。なお、却下通知書が届いた際は、保
険料の納付をお願いします。

④�申請により承認された場合、承認期間は４月〜翌年３月の１年間で毎年度申請が必要です（申請期限が
あります）。

⑤�承認期間は、年金を受け取るために必要な「受給資格期間」として扱われますが、年金額には反映しま
せん。しかし、10年以内にその期間の保険料を納めれば、年金額にも反映します。

問三原年金事務所　☎0848－63－4111㈹　役場本庁住民課　☎0846－65－3113

　
年
金
だ
よ
り
　
　
学
生
納
付
特
例
制
度

―――――――――― ● ―――――――――――――――――――――――――――――― ● ――――――――――

平成26年度の国民年金
保険料は、

月額15,250円です。
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竹原市役所１階消費生活相談室
☎ 0846 − 22 − 6965

月〜金曜日　10：00 〜 12：00
13：00 〜 16：00

大崎上島町役場　産業観光課（本庁）
☎ 65 − 3123

奇数月の第１金曜日　10：00 〜 12：00
13：00 〜 15：00

消費生活
相談窓口

「子の結婚は親の義務」？結婚相手紹介サービス

消
費
生
活
情
報 

　

問竹原警察署　☎ 0846 − 22 − 0110　　大崎上島分庁舎　☎ 62 − 0110

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ 

【事例】
　結婚相手紹介サービス業者から「未婚の家族はいますか」と電話があった。
30歳代後半の息子に早く結婚してほしいと思っていたため訪問を承諾した。料
金体系などの説明を受けた後、「息子本人に確認してから契約したい」と伝えたが、
「子どもの結婚は親の義務」と繰り返され、「無断で契約しても良い相手さえ見つ
かれば絶対感謝されます」と強く言われた。「契約は早いほうがいい」とせかさ
れたこともあり、息子に確認せずに自分の名前で入会手続きをしてしまった。そ
の後、息子に報告したところ、「勝手なことをするな」と激怒され、口をきいて
もらえなくなった。お見合いどころではない。解約できるか。（60歳代　女性）

【アドバイス】
・結婚する本人だけでなく、その親を勧誘する結婚相手紹介サービスに関する相談が寄せられています。　
・�事業者は「子どもに早く結婚してほしい」という親の気持ちに付け込んで勧誘してきますが、結婚するの
は子ども自身です。必ず本人に確認し、納得してから契約することが大切です。　

・�子どもが反対したため解約を希望すると「親の説得の仕方が悪い」と怒鳴られるケースもありました。こ
の他にも、勧誘時に説明のなかった成婚料を請求される等のトラブルも起きています。

・�契約しても、本人が気に入る人が紹介されるとは限りません。過度な期待は抱かずに、慎重に契約しましょ
う。一定の条件を満たせばクーリング・オフや中途解約ができる場合があります

特殊詐欺撲滅にご協力を!!
～安全・安心な大崎上島町の実現～

127

■特殊詐欺撲滅勉強会の開催
　大崎上島町内の金融機関と合
同で特殊詐欺撲滅に向けた勉強
会を開催しました。
　各金融機関が実施している特
殊詐欺未然防止のための対策や
警察と合同で行う今後の施策等
の意見交換を行いました。

■つぶやき川柳コーナー

　騙されて　泣いても金は　戻らない
東野　森本 　稔さん（76歳）

『特殊詐欺被害防止』の川柳を募集しています。川柳を考えた方は、
大崎上島分庁舎か駐在所にご連絡ください。

　このたび、竹原警察署大崎上
島分庁舎長として着任いたしま
した。
　大崎上島町の皆様の安全安心
を守るべく、職務に精進してま
いりますので、ご支援のほどよ
ろしくお願いいたします。

特殊詐欺撲滅に向けた活動 新分庁舎長着任

少
しょうぜん

前　忠
ただ

則
のり
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　「後期高齢者医療制度」は、75歳以上の方（65歳以上75歳未満の一定程度の障害がある方
で、申請により広域連合の認定を受けた方を含む）を対象とした医療保険制度です。
●平成26・27年度の保険料率

●平成26・27年度の年間保険料の限度額

保険料の計算方法
　４月から翌年3月までを１年間として、年間保険料が計算されます。限度額は57万円です。

年間保険料額　＝　均等割額　＋　所得割額
　　　　　　　　　 44,032円 　　｛総所得金額等（※）－基礎控除（33万円）｝×所得割率8.43％

※�総所得金額等とは、「年金収入－公的年金控除」、「給与収入－給与所得控除」、「事業収入－
必要経費」等で社会保険料控除等の各種所得控除前の金額です。
　�また、退職所得以外の分離課税の所得金額（土地・建物や株式等の譲渡所得などで特別控除
後の額）も総所得金額等に含まれます。

　平成26年度の保険料額決定通知書は、７月中旬に発送します。

保険料の軽減
　次の所得の世帯の方や健保組合等の被扶養者であった方には、以下の軽減措置があります。
●均等割額の軽減について
　 ５割・２割軽減については、軽減の対象所得の基準が拡充されました。

平成24・25年度 平成26・27年度
●均等割額 43,735円 44,032円
●所得割率 8.35％ 8.43％

平成25年度まで 平成26年度から
●年間保険料限度額 55万円 57万円

※所得が公的年金の場合は、軽減判定の際に限り15万円を限度として控除があります。
※�判定の際「専従者控除」、「居住用財産や収用により譲渡した場合等の課税の特例」の適用は
ありません。
※所得等の申告がない場合は、軽減されないことがあります。
※軽減判定は、賦課期日（各年度の４月１日または資格取得日）時点で行われます。

●所得割額の軽減について

●健保組合等の被扶養者であった方の軽減について
　後期高齢者医療制度加入直前に、健保組合等（国保および国保組合は除く）の被扶養者であっ
た方については、所得割額の負担はなく、均等割額が9割軽減され、平成26年度の年間保険
料額は4,403円となります。

保険料に関するお問い合わせ先
広島県後期高齢者医療広域連合業務課賦課収納係　☎082－502－3060　　
大崎上島町役場税務課　☎0846－65－3114

世帯主及び世帯内の被保険者の前年中所得の合計額 軽減後の均等割額

33万円以下
世帯内の被保険者全員の所得額（公的年金の所得
は控除額を80万円として計算）が０円となる場合 ９割軽減 4,403円／年

上記以外の場合 8.5割軽減 6,604円／年
33万円＋（24万５千円×世帯内の被保険者数）以下の場合 ５割軽減 22,016円／年
33万円＋（45万円×世帯内の被保険者数）以下の場合 ２割軽減 35,225円／年

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
平
成
26
年
４
月
か
ら
保
険
料
率
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

被保険者の基礎控除後の総所得金額等 所得割額の軽減割合
（総所得金額等－基礎控除（33万円））が58万円以下の場合 5割
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業
務
用（
取
引
又
は
証
明
用
）の『
は
か
り
』

は
定
期
検
査
を
う
け
ま
し
ょ
う
！

　

県
で
は
、
市
町
の
協
力
を
得
て
次
の
と
お

り
『
は
か
り
』
の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

商
店
、
工
場
、
学
校
、
保
育
所
、
病
院
、
及

び
薬
局
な
ど
で
『
は
か
り
』
を
取
引
又
は
証

明
に
使
用
し
て
い
る
方
は
、
必
ず
こ
の
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
定
期
検
査
を
受
け
な

い
で
、『
は
か
り
』
を
業
務
用
に
使
用
す
る
と
、

計
量
法
違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
県
に
登
録
し
て
い
る
計
量
士
に

よ
る
検
査
を
受
け
、
そ
の
旨
を
件
に
届
け
出

た
『
は
か
り
』
に
つ
い
て
は
、
こ
の
検
査
が

免
除
さ
れ
ま
す
。（
代
検
査
制
度
）

　

大
崎
上
島
町
で
は
、
次
の
日
程
で
検
査
を

行
う
予
定
で
す
。

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の

運
用
開
始
に
つ
い
て

　

東
広
島
市
消
防
局
で
は
、
平
成
25
年
度
に

整
備
工
事
を
完
了
し
、
広
島
県
内
初
と
な
る

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
を
平
成
26
年
４
月

１
日
か
ら
運
用
開
始
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト

１
．
利
用
可
能
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
増
加

　

現
在
の
ア
ナ
ロ

グ
波
で
は
東
広

島
市
消
防
局
の
活

動
波
の
割
り
当
て

は
３
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
消
防
波
２
、
救

急
波
１
）
で
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
消
防

波
３
、
救
急
波
２
）
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
災
害
重
複
時
に
は
災
害
事
案
別
に

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
区
別
し
、
他
の
災
害
と
の
混

信
を
防
ぎ
ま
す
。

２
．
個
人
情
報
の
保
護
強
化

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
市
販
の
一
般
的
な

無
線
機
で
は
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
た
め
、
救
急
搬
送
患
者
の
個
人
情
報
や
、

機
密
情
報
の
保
護
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

３
．
デ
ー
タ
伝
送
に
よ
る
確
実
か
つ
効
率
的
な

　
　

消
防
救
急
活
動
の
支
援

　

ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
は
音
声
の
み
の
交
信
の

た
め
聴
覚
の
み
が
頼
り
で
し
た
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
り
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
の
文

字
情
報
を
利
用
し
た
、
視
覚
に
よ
る
確
実
な

情
報
の
伝
達
、
確
認
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
整
備
に
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
設

備
整
備
補
助
事
業
及
び
篁
山
基
地
局
整
備
に

▼
４
月
22
日
㈫　

13
時
～
16
時

　

大
崎
上
島
町
役
場
本
庁

▼
４
月
23
日
㈬　

９
時
～
16
時

　

広
島
ゆ
た
か
農
協
上
島
選
果
場

▼
４
月
24
日
㈭　

９
時
～
11
時
30
分

　

広
島
ゆ
た
か
農
協
木
江
支
所

※�

『
は
か
り
』
の
汚
れ
を
よ
く
落
と
し
、
指

針
等
が
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

◎�

家
庭
用
『
は
か
り
』
は
、
業
務
用
（
取
引

又
は
証
明
用
）
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
！

　

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル

な
ど
で
家
庭
用
の
表
示
の
あ
る
『
は
か
り
』

は
業
務
上
の
計
量
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
広
島
県　

商
工
労
働
局　

産
業
政
策
課

　

☎
０
８
２

−

５
１
３

−

３
３
３
６

　

役
場
産
業
観
光
課

　

☎
０
８
４
６

−

６
５

−

３
１
２
３

※�

新
規
で
検
査
を
受
け
る
方
は
、
産
業
観
光

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
た
り
空
港
環
境
整
備
協
会
か
ら
補
助
を
受

け
ま
し
た
。

問
東
広
島
市
消
防
局
指
令
課

　

☎
０
８
２

−

４
２
２

−

０
１
１
９

火
葬
場
使
用
料
の一部
改
正
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
の
引
き
上

げ
に
伴
い
、
大
崎
上
島
町
火
葬
場
使
用
料
の

う
ち
課
税
項
目
と
さ
れ
る
使
用
料
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
使
用
料
の
改
定
が
あ
る
も
の
】

【
使
用
料
の
改
定
が
な
い
も
の
】

　

遺
体
の
火
葬
に
伴
う
使
用
料

問
保
健
衛
生
課　

☎
62

−

０
３
０
３

ジェネリック医薬品による
医療費削減効果について

　国民健康保険では、ジェネリック医薬品（後
発医薬品）に切替えた場合のお薬代の自己負担
の軽減額に関するお知らせを送付しています。
10月分の削減効果は、
　切替えた方の人数…………… 289人
　削減された金額………… 364,419円

問保健衛生課保健指導係　☎62－0303

電気式はかり

100㎏以下1,400円
250㎏以下1,800円
500㎏以下2,200円
１t以下3,100円
２t以下3,700円

ばね式指示
はかり

機械式はかり

100㎏以下500円
250㎏以下900円

500㎏以下1,500円
１t以下2,300円
２t以下3,700円

神峰山無線基地局

種　別 単　位
使用料（円）

町　民 その他

死体の一時保管 １体につき 2,060 6,170

手術肢体、胞衣、
その他汚物の焼却 １回 2,160 6,480

待合室１

１回

830 2,470

待合室２ 1,030 3,080

交流スペース 4,110 12,340

霊柩車使用 １往復使用 − 3,080
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麻
し
ん
風
し
ん
２
期
の

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
度
の
対
象
者
は
麻
し
ん
風
し
ん

２
期
対
象
者
は
、
平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平

成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
で
す
。
忘
れ

ず
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
予
防
接
種
券
を
な

く
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
役
場
保
健
衛
生
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
衛
生
課　

☎
62

−

０
３
３
０

福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
等
や
人
工
関
節
等
を
入
れ
て
も
大
き
な
支

障
が
な
く
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

方
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
医
学
的

見
地
か
ら
検
討
を
行
い
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準
を
見
直
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
変
更
は
４
月
１
日
以
降
に
申
請
さ

れ
た
方
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
経
過
措
置

と
し
て
、
３
月
末
ま
で
に
診
断
書
・
意
見
書

が
作
成
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
６
月
末
ま

で
に
申
請
す
れ
ば
従
来
の
基
準
で
認
定
さ
れ

ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
、
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
こ
と
を
２
月
号
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
し
た
が
、
経
過
措
置
と
し
て
従
来
の
基
準

で
認
定
さ
れ
る
申
請
期
限
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
い
申
請
期
限
は
６
月
末
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
役
場
福
祉
課　

☎
62

−

０
３
０
１

　

☎
０
８
４
６

−

２
２

−
０
４
８
５

　

国
税
庁
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.nta.go.jp

広
島
県
職
員
採
用
試
験
案
内

　

次
の
と
お
り
、
採
用
試
験
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

大
学
卒
業
程
度
試
験

受�

験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者
と
平
成
５
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
大
卒
（
卒
見

込
含
む
）
の
者

受
験
案
内
・
申
込
書
受
付

　

５
月
14
日
㈬
～
６
月
２
日
㈪

第
１
次
試
験　

６
月
22
日
㈰

第
２
次
試
験　

７
月
17
日
㈭
～
８
月
５
日
㈫

最
終
合
格
発
表　

８
月
中
旬

第
１
回
社
会
人
経
験
者
等
試
験

受�

験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２
日
～
昭
和
63

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

受
験
案
内
・
申
込
書
受
付

　

５
月
14
日
㈬
～
６
月
２
日
㈪

第
１
次
試
験　

６
月
22
日
㈰

第
２
次
試
験　

８
月
８
日
㈮

最
終
合
格
発
表　

９
月
５
日
㈮

平
成
26
年
度
採
用
試
験
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

広
島
県
人
事
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.hiroshim

a.lg.jp/
soshiki/138/

問
広
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公
務
員
課

〒
７
３
０

−

８
５
１
１
広
島
市
中
区
基
町

９

−

42
（
広
島
県
庁
東
館
７
階
）

　

☎
０
８
２

−

５
１
３

−

５
１
４
４

国
税
専
門
官
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

受
験
資
格

①�

昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
者

②�

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で

次
に
掲
げ
る
も
の

⑴�

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
27
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

者
⑵�

人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

受�

験
申
込
方
法　

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.htm
l

受
験
受
付
期
間

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

　

４
月
１
日
㈫
９
時
～
４
月
14
日
㈪

【
第
１
次
試
験
】

▼
試
験
日　

６
月
８
日
㈰

▼
試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験
、
専
門
試
験

第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日　

７
月
１
日
㈫

【
第
２
次
試
験
】

▼�

試
験
日　

７
月
15
日
㈫
～
７
月
23
日
㈬
の

う
ち
指
定
す
る
日
時

▼
試
験
種
目　

人
物
試
験
、
身
体
検
査

最
終
合
格
者
発
表
日　

８
月
20
日
㈬

 

資
料
請
求
・
問 

　

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

☎
０
８
２

−

２
２
１

−

９
２
１
１

　

竹
原
税
務
署
総
務
課

ふ
る
さ
と
納
税

　
“
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
＂
を
紹
介
し
ま
す
。

東
広
島
市　

松
原　

広
次　

様

　
（
10
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
）

　
「
大
崎
上
島
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
遠

征
費
用
の
補
助
に
成
れ
ば
幸
い
で
す
」

広
島
市
中
区　

望
月　

豊
博　

様

　
（
２
万
円
と
５
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。）

　
「
初
め
て
ふ
る
さ
と
納
税
し
ま
す
。
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

東
京
都
青
梅
市　
　

室
賀　

利
夫　

様

※
寄
付
者
の
お
名
前
等
は
公
表
に
同
意
さ
れ

た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
か
ら
頂

い
た
ご
厚
志
は
、
貴
重
な
財
源
と
し
て
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。引
き
続
き「
大

崎
上
島
町
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
税
務
課
で
承
り
ま
す
。
ま
た
、
大
崎
上

島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
ふ
る
さ
と
へ
の
寄

附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
ご
案
内
」
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　

☎
65

−

３
１
１
４
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求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー

フ
ル
タ
イ
ム
の
募
集
…
16
事
業
所

パ
ー
ト
の
募
集
…
…
…
10
事
業
所

主�

な
求
人
事
業
所　

佐
々
木
造
船
㈱
、
㈱
松

浦
造
船
所
、
小
池
造
船
海
運
㈱
な
ど

※�

広
報
紙
発
行
日
に
、
す
で
に
募
集
が
終
了

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
求
人
票
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原
発
行

の
た
け
の
こ
求
人
情
報
誌
は
、
役
場
本
庁
・

大
崎
支
所
・
木
江
支
所
の
窓
口
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
検
索
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

https://w
w

w
.hellow

ork.go.jp/index.htm
l

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原
（
広
島
西
条
公
共
職

業
安
定
所
竹
原
出
張
所
）

　

☎
０
８
４
６

−

22

−

８
６
０
９

専
門
相
談
員
に
よ
る
情
報
受
付
開
始

■
無
料
弁
護
士
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島
が
、
平

成
25
年
10
月
よ
り
、
専
門
家
が
電
話
で
情
報

提
供
を
受
け
付
け
る
『
専
門
相
談
員
受
け
付

け
体
制
』
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

消
費
者
被
害
救
済
に
関
わ
る
弁
護
士
、
司

法
書
士
等
に
、
専
門
相
談
員
と
し
て
登
録
し

て
も
ら
い
、
消
費
者
か
ら
の
情
報
提
供
等
の

受
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
専
門
相
談
員
の
情
報
受
付
の
要
領

１
．
電
話
受
付
が
原
則
で
、
必
要
に
応
じ
て

面
談
で
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

２
．
担
当
の
弁
護
士
等
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消

費
者
ネ
ッ
ト
広
島
事
務
所
で
待
機
し
て

距
離　

登
山
６
・５
㎞　

下
山
５
・５
㎞

対�

象　

山
頂
ま
で
登
れ
る
体
力
の
あ
る
方
、

健
康
に
自
信
の
あ
る
方

持�

ち
物　

タ
オ
ル
、
帽
子
、
弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具
（
必
要
に
応
じ
て
）
な
ど

参
加
費　

３
０
０
円

申
込
期
限　

５
月
９
日
㈮

問�・
申
大
崎
上
島
町
観
光
協
会
（
産
業
観
光

課
商
工
観
光
係
内
）

　

☎
65

−

３
１
２
３　

FAX
65

−

３
１
９
８

　

�sangyo01@town.osakikamijima.hirosima.jp

第
２
回
新
県
美
展

（
第
66
回
広
島
県
美
術
展
）公
募
案
内

主�

旨　

県
民
か
ら
美
術
作
品
を
公
募
し
、
優

れ
た
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
創
作
活

動
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
鑑
賞
の
機
会

を
提
供
し
、
芸
術
文
化
の
向
上
に
資
す
る
。

展
覧
会
の
会
場
と
会
期

▼
中
央
展　

会
場
広
島
県
立
美
術
館

　

会
期　

６
月
28
日
㈯
～
７
月
13
日
㈰

▼�

巡
回
展　

県
内
９
市
町
で
開
催
さ
れ
、
大

崎
上
島
町
は
、
大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

で
８
月
６
日
㈬
～
８
月
10
日
㈰
。

展�

示
作
品　

中
央
展
は
、
入
賞
・
入
選
作
品
、

広
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
大
賞
作
品
、
招

待
作
家
作
品
。
巡
回
展
は
、
入
賞
作
品
及

び
開
催
地
域
の
地
元
入
選
作
品
。

公�

募
の
種
目　

絵
画
系
、
彫
塑
系
、
工
芸
系
、

書
系
、
写
真
系
、
デ
ザ
イ
ン
系
、
映
像
系

※�

規
格
や
応
募
資
格
に
つ
い
て
は
、
要
綱
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

応�

募
資
格　

①
広
島
県
在
住
者
。
学
生
・
単

身
赴
任
者
な
ど
で
一
時
的
に
県
内
を
離
れ

い
ま
す
。

３
．
受
付
は
、
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
（
祝

日
は
除
く
）

　
　

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

受
付
電
話
番
号

　

☎
０
８
２

−

９
６
２

−

1
６
１
８
１

　

何
か
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
み
の
あ
る
方
は
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
右
記
の
無
料
相
談
の
活

用
や
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
竹
原
市
役
所
１
階
消
費
生
活
相
談
室

　

☎
０
８
４
６

−

22

−

６
９
６
５

　

役
場
産
業
観
光
課
（
本
庁
）

　

☎
65

−

３
１
２
３

Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
共
同
事
業

神
峰
山
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

　

山
の
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
、み
ん
な
で「
か

ん
の
み
ね
」
に
登
り
ま

せ
ん
か
。

　

今
年
か
ら
５
月
18
日

が
『
神
峰
山
の
日
』
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
の

神
峰
山
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、
頂
上
で
の
イ
ベ
ン

ト
や
、
希
望
者
に
は
下
山
後
に
ホ
テ
ル
清
風

館
で
温
泉
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
（
別
途
料
金

要
）
な
ど
、
様
々
な
企
画
を
し
て
い
ま
す
。

※�

ご
入
浴
後
、
ホ
テ
ル
清
風
館
か
ら
大
崎
上

島
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
大
西
港
ま
で
は
、

バ
ス
で
お
送
り
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
家
族
や
ご
友
人
と
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
18
日
㈰

　

９
時
受
付
10
時
ス
タ
ー
ト
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
前

て
い
る
方
。
県
内
の
職
場
・
学
校
に
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方
②
出
品
作
品
は
、
自
己

の
創
作
し
た
作
品
で
、
未
発
表
の
も
の
、

著
作
権
・
肖
像
権
を
侵
害
し
な
い
も
の
③

実
在
の
商
品
名
や
会
社
名
を
表
現
し
た
作

品
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

主
催　

広
島
県

問
広
島
県
環
境
県
民
局
文
化
芸
術
課

　

☎
０
８
２

−

５
１
３

−

２
７
２
２

　

広
島
県
立
美
術
館

　

☎
０
８
２

−

２
２
１

−

６
２
４
６

　

社
会
教
育
課　

☎
64

−

３
０
５
５

瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
の
認
定
イ
ベ
ン
ト

オ
キ
ウ
ラ
マ
ル
シ
ェ
開
催

　

町
民
有
志
の
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
開
催
。
手

作
り
品
や
新
鮮
野
菜
の
販
売
の
ほ
か
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。

開
催
日　

４
月
13
日
㈰　

10
時
～
15
時

※
雨
天
決
行

場
所　

沖
浦
港
前
広
場

【
ス
テ
ー
ジ
等
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　

10
時
～
宝
探
し

　

11
時
～
つ�

く
し
の
会
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
と
ゲ
ー
ム

　

11
時
30
分
～
ラ
イ
ブ
（
３
組
）

　

13
時
30
分
～
缶
つ
み
大
会
な
ど

ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

okiuram
arche.cocolog-nifty.com

問
・
主
催
オ
キ
ウ
ラ
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
０

−

５
０
６
６

−

７
０
１
０（
當
麻
）

　

okiuram
arche@

yahoo.o.jp

問
産
業
観
光
課　

☎
65

−

３
１
２
３
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消費税率の引き上げに伴う町の
施設使用料などの改定について
　消費税率が地方消費税と合わせて5％から8％に
引き上げられることに伴い、町の施設使用料等に消
費税率引き上げ分を加算する使用料の改定を行いま
す。対象となる主な使用料は、水道料金、下水道料金、
公民館利用料金等です。
　改定後の使用料等は、経過措置が適用されるもの
を除き、原則として本年4月1日以降の利用分から
適用されます。詳しくは、各担当課及び施設などに
お問い合わせください。

問総務課　☎65－3111

'14年4月4日㈮〜 '14年5月6日㈫

休
日
当
番
医

４/13㈰
　ときや内科　☎63−0001
４/27㈰
　射場医院　☎65−3304
５/ ３㈯
　円山医院　☎64−2062
５/ ５㈪
　田村医院　☎63−0311

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

４月の診療日
12日㈯・26日㈯

受付時間
　13：00〜17：00

診療開始
　14：00〜

☎67−3311

竹
原
市
休
日
当
番
医

内科　日曜・祝日　9：00〜16：00
竹原市休日診療所　☎0846−22−7157

外科　日曜・祝日　9：00〜18：00
4/27・29・5/4

馬場病院　☎0846−22−2071
4/13・20・5/3・5・6

安田病院　☎0846−22−6121
（注）事前にお電話を !!

月 日 曜 行　　　　事　　・　　場　　　　所 予防接種

4 4 金
６ 日 さくら祭り：海と島の歴史資料館� 10：00〜14：30
７ 月 健康相談：木江会館� （受付）13：30〜14：30 4/7㈪

〜4/12㈯
三種混合１期・
四種混合１期・
不活化ポリオ・
三種混合２期
（二種混合）

８ 火
９ 水 育児相談：東野保健福祉センター� （受付）10：00〜11：00
10 木 フッ素塗布：東野保健福祉センター� （受付）13：10〜13：30
11 金
12 土

13 日
オキウラマルシェ：沖浦港前広場� 10：00〜15：00
大崎上島町食文化海藻塾� 13：00〜16：00

14 月 家族の集い：大崎上島開発総合センター� 13：30〜15：00
15 火 こころ元気サロン：第２ふれあい工房� 9：30〜12：00
16 水 断酒会：東野保健福祉センター� 18：30〜20：00
20 日 絵本のよみかたり：情報プラザ・エル� 10：30〜　　　　

21 月 4/21㈪
〜4/26㈯
麻しん風しん
１・２期26 土

５ １ 木 こころの健康相談：役場木江支所� （受付）13：30〜14：30 5/1㈭
〜5/31㈯
日本脳炎
１期・２期

4 日

６ 火

4月の納付は、軽自動車税です。
納期限は、４月30日㈬です。

納期限を必ず守りましょう！
　口座振替をご利用の方は，残高の確認をお願
いします。
　納期限までに納付確認できない場合は，督促
状を発送します。

問税務課（本庁）　☎65－3114

お詫びと訂正
　３月号５ぺージにて掲載した、シークレット
ファームのお問い合わせ先は、大崎上島ファン
ズの間違いでした。訂正してお詫びいたします。
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編 

集 

後 

記

　

町
長
室
に
飾
ら
れ
て
い
る
ラ
ン

の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

こ
の
春
大
崎
上
島
中
学
校
を
卒
業

し
た
生
徒
た
ち
か
ら
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。
役
場
だ
け
で
な
く
、
港

や
職
場
体
験
先
の
事
業
所
な
ど
26

か
所
へ
贈
ら
れ
、
凛
と
し
た
花
が

見
る
人
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。
卒

業
生
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
先
で
も
夢
や
目
標
の
花
を
咲

か
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
瀬
戸
内
海
が
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
80
周
年
を

迎
え
ま
す
。
５
月
18
日
は
神
峰
山

の
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し

く
は
次
号
以
降
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

発行日　2014年４月４日㈮
発行・編集　大崎上島町企画振興課
〒725-0231 広島県豊田郡大崎上島町東野6625−1
☎0846−65−3111㈹
HPアドレス http://www.town.osakikamijima.hiroshima.jp

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

　

朝
の
陽
に
ほ
こ
ろ
び
初
む
る
牡
丹
の
芽�

平
原　

千
歳

　

鉛
筆
の
芯
の
先
端
冴
返
る�

梅
澤　

惠
子

　

卒
業
式
に
藁
草
履
は
き
古
写
真�

松
岡　

時
子

南
風
俳
句
会

　

手
づ
く
り
の
マ
ー
マ
レ
ー
ド
や
風
光
る�

山
本　

輝
明

　

幾い
く

度た
び

も
寒
戻
り
き
て
三
日
月�

芝
山　

吉
宣

　

諸も
ろ
ど
り鳥

の
鋭と

ご
え声

野
に
降
る
春
の
霜�

戀
田　

和
夫

木
江
神
潮
俳
句
会

　

ず
れ
て
な
る
二
つ
の
時
計
山
笑
ふ�

山
本　

京
子

　

春
燈
や
白
磯
透
き
た
る
壺
の
あ
り�

藤
原　

幸
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

　

潮
満
ち
て
は
や
菜
の
花
の
盛
り
か
な�

梅
谷　

看
雲

　

自じ

得と
く

師
の
句
碑
に
風
花
ひ
と
し
き
り�

小
池　

華
子

　

ど
こ
か
ら
か
口
笛
の
す
る
雪
日
和�

竹
元
マ
ツ
子

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

　

立
春
や
猫
の
足
跡
銀
世
界�

今
田　

魁
三

　

海
光
に
梅
の
蕾
の
膨
ら
め
る�

中
坂
サ
チ
エ

　

黄お
う

梅ば
い

の
庭
に
寄
り
添
ふ
雀
二
羽�

中
保　

藤
枝

東
野
公
民
館
俳
句
会

　

玄
関
に
迎
へ
て
く
れ
し
遊
蝶
花�

末
田　

明
子

　

春
雪
や
服
を
こ
わ
き
に
バ
ス
に
乗
る�

平
原　

千
歳

　

終
便
の
渡
船
島
の
灯
冴
返
る�

山
本　

輝
明

集
ま
れ
！
わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

　

６
月
に
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん
の

写
真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
振
興
課
ま
た
は
、
各
支
所
窓

口
係
。
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
住
所
（
地
区
名
）・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
、
５
月
１
日
㈭
。

kikaku01@
tow
n.osakikam

ijim
a.hiroshim

a.jp

問
企
画
振
興
課　

☎
65

−

３
１
１
２

道
どうりん

林　湊
みなと

斗ちゃん（向山区）

田
たはら

原　みちるちゃん（向山区） 新
しんもと

本　明
あかり

里ちゃん（向浜区） 上
うえだ

田　竜
たつひろ

大ちゃん（片浜区）

４月生まれの
　わんぱくちゃん
１歳の Happy Birthday
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